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１．目的

ヤコウガイの放流事業は国庫補助事業により，19

94年から2003年まで９年継続し，2004年までの累積

放流数は13万７千個となった。この間，放流効果を

把握するため，漁獲物中の標識貝の混獲状況を調査

してきた（渡辺,1998,牧野,1999,勝俣,2000,久保,

2001-2004,久保・太田・丸山,2006）。 しかし，こ

れまでの漁獲物調査では標識貝混獲率が著しく低く，

その要因が放流貝の食害減耗によるものなのか，あ

るいは標識脱落によって，見かけ上混獲を把握でき

なかっただけなのかが，検証できなかった。そこで

漁獲物調査，標本船調査を継続実施するとともに,

より長期的に残留する標識手法を開発して放流効果

について再検討する。

１）漁獲物調査

石垣島で水揚げされる標識貝の混獲状況や漁獲物

組成を明らかにする。

２）標本船調査

八重山海域におけるヤコウガイの漁獲状況の記録

を採貝漁業者へ依頼し，海域別漁獲量等を把握する。

３）標識残留試験

長期的に残留する標識の脱落有無を長期的な室内

試験により検証する。

２．方法

１）漁獲物調査

採貝漁業者，セリ市場等のヤコウガイについて標

識の確認調査，サイズ測定により，殻高，殻幅及び

重量を把握するとともに標識の有無と漁場を調べた。

２）標本船調査

水揚げの多い漁業者2名に操業日誌の記入を依頼

した。操業日誌には，漁場，漁獲物個数，漁獲物重

量および潜水時間の記入を求めた。

３）標識残留試験

ダイヤモンドカッター削り込みと色付きアロンア

ルファ封入の併用による標識（以下，削り込み標識

とする）を室内飼育で検討した。削り込み標識は標

識部位を変更して，摩滅による脱落に対して，貝殻

の摩滅しやすい貝殻の凸部（殻頂部や体層肩部）を

避け，摩滅されにくい凹部（体層縫合部）を標識部

位に選定するとともに，これまでの接着剤等の塗布

等付加型標識ではなく，ダイヤモンドカッターで殻

を削り込んで殻皮を削り落とし，その溝に付着物

（石灰藻等）が被覆しないよう，色つきアロンアル

ファで削った溝を封じた。

本試験は長期的観察を目的とするため，前々年度

から引き続いての試験である。2003年２月18日から

数10cm大のサンゴ岩を敷き詰めた２重底200L水槽に

２面に，一方をコントロールとして，放流サイズの

種苗（平均殻径28.97mm）を，それぞれ50個体ずつ

収容し，削り込み標識の確認可否，斃死，成長等を

調査した。同時に削り込み種苗には新たに殻口外唇

にテグスでボタン標識を装着し，二重に標識を装着

した。

３．結果と考察

１）漁獲物調査

八重山地域における2005年（１～12月）のヤコ

ウガイの漁獲量は，2,414㎏，個数にして1,759個と

推定された。漁獲物には殻のみで入荷した分もある

が，これらは殻高（SH)）から重量（BW)を求める公

式BW=0.0004SH より換算した（渡辺,1994）。本年2.94

度は全体の約98%にあたる個体数（1,725個：うち放

流海域の白保から採捕された貝は63個）について，

殻高，殻径，重量を測定し，標識の有無を殻頂をワ

イヤーブラシで削って付着物を落として調査した。
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その結果，ボタン標識を装着した貝を４個体確認し

た。標識貝は前年度も３個体が確認されており,こ

れらの内訳は表１に示す通りである。再捕貝はいず

れも平成14年に放流した貝で，昨年度の再捕分を併

せた回収率はピンクが３個で５％，白が４個で2.4

％であった。再捕個体の成長は，過去の報告例と比

較して，遜色はないと考えられた（猪狩・松元・松

元,2001,渡辺,1998）。

一方，削り込み標識の施された種苗は全く確認で

きなかった。削り込み標識種苗は2002年３月以降よ

り放流されており，2004年11月までに約３万４千個

体を白保地区へ放流してきた（表２）。

表1.ボタン標識貝の再捕実績

表２.ヤコウガイ放流実績

放 流 ロ ッ ト 放 流 月 日 放 流 数 放 流 サ イ ズ 回 収 数 回 収 ま で の 回 収 サ イ ズ 回 収 率 ％

(平 均 殻 高 m m ） 経 過 日 数 (平 均 殻 高 ｍ ｍ ）

０ ２ R -2 2002 ,5/15 59 54 .2 3 511～ 836 129～ 142 5 .1

０ ２ R -4 2002 ,11/21 167 54 .3 4 504～ 874 134～ 160 2 .4

０ ３ R -4-2 200 3 ,10/28 65 70 .3 0 0

放流群名 放流日 放流環境 放流サイズ 放流数 標識
（平均殻高mm）

94Ｒ－1 06/14/94 石垣島川平 礁池～礁縁部、0～4ｍ 25.6 906 アロンアルファ（赤、青）
94Ｒ－2 06/30/94 石垣島白保沖 AAAA 礁斜面7～20ｍ 72.9 247 印字テープ（番号）

竹富島南沖 BBBB
94Ｒ－3 10/05/94 石垣島川平 礁原外縁部～礁斜面、0-9ｍ 30.0 4,811 アロンアルファ（赤、青）
94Ｒ－4 12/08/94 石垣島白保沖 AAAA 礁斜面7～１４ｍ 98.0 58 印字テープ（番号）

計（1994年度） 6,0226,0226,0226,022
95Ｒ－1 03/07/95 石垣島白保沖 AAAA 礁斜面7～１４ｍ 25.3 3,491 アロンアルファ（赤）、ビーズ（赤）
95Ｒ－2 07/12/95 石垣島川平 礁原、潮間帯 29.5 1,924 着色ポリライト（白、赤、緑、黄）
95Ｒ－3 11/15/95 石垣島白保 AAAA 礁原、潮間帯 32.0 5,728 着色ポリライト（黄）
96Ｒ－1 03/21/96 石垣島川平 礁池内独立ﾊﾟｯﾁﾘｰﾌ1～2ｍ 23.3 1,396 着色ポリライト（金、青）

計（1995年度） 12,53912,53912,53912,539
97Ｒ－1 07/29/97 竹富島南沖 BBBB 礁斜面5～１0ｍ 29.0 1,019 着色ポリライト（青）
97Ｒ－2 09/09/97 黒島南沖 CCCC 礁斜面3～１0ｍ 31.0 2,060 着色ポリライト（アイボリー）
97Ｒ－3 12/12/97 石垣島白保沖 AAAA 礁斜面5～１0ｍ 26.0 2,152 着色ポリライト（ライトグリーン）
98Ｒ－1 03/12/98 竹富島南沖 BBBB 礁斜面2～7ｍ 24.0 2,137 着色ポリライト（オレンジ）

計（1997年度） 7,3687,3687,3687,368
98R－1 10/7/98 石垣島白保沖 AAAA 礁斜面5～10ｍ 25.6 9,103 着色ポリライト（赤）

計（1998年度） 9,1039,1039,1039,103
99R－1 04/15/99 竹富島南沖 BBBB 礁斜面5～10ｍ 27.0 4,700 着色ポリライト（青）
99R－2 05/19/99 石垣島白保沖 AAAA 礁斜面5～10ｍ 25.5 2,251 着色ポリライト（黒）
99R－3 07/06/99 石垣島白保沖 AAAA 礁斜面5～10ｍ 24.8 3,890 着色ポリライト（銀）
99R－4 08/30/99 石垣島白保沖 AAAA 礁斜面5～10ｍ 25.2 4,668 着色ポリライト（黄）
99R－5 10/15/99 竹富島南沖 BBBB 礁斜面5～10ｍ 23.9 8,816 着色ポリライト（水色、オレンジ）
99R－6 03/21/00 竹富島南沖 BBBB 礁斜面5～11ｍ 24.3 4,561 着色ポリライト（赤）

計（1999年度）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 28,88628,88628,88628,886
00R－1 06/27/00 石垣島白保沖 AAAA 礁斜面5～10ｍ 26.6 5,400 着色ポリライト（青）
00R-1-2 06/27/00 石垣島白保沖 AAAA 礁斜面5～10ｍ 27.9 154 配合飼育(白)
00R－2 09/27/00 竹富島南沖 BBBB 礁斜面5～10ｍ 31.8 11,500 着色ポリライト（ｵﾚﾝｼﾞ）
00R－3 11/27/00 石垣島川平 礁斜面3～１0ｍ 50.8 530 着色ポリライト（ｵﾚﾝｼﾞ）
00R－4 12/01/00 石垣島白保沖 AAAA 礁斜面5～10ｍ 26.0 4,200 着色ポリライト（青）

計（2000年度）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 21,78421,78421,78421,784
01R－1 06/04/01 石垣島吉原沖 礁斜面2～7ｍ 34.8 3,000 着色ポリライト（黄）
01R-2 07/25/01 石垣島吉原沖 礁斜面2～7ｍ 39.5 900 着色ポリライト（水色）
01R-3 08/09/01 石垣島白保沖 AAAA 礁斜面5～10ｍ 34.4 3,000 着色ポリライト（水色）
01R－4 12/17/01 石垣島川平 サンゴ礁小水路0.5m 50.9 40 プラスチックビーズ
01R－4-2 12/17/01 石垣島川平 サンゴ礁小水路0.5ｍ 29.0 600 プラスチックビーズ

計（200１年度）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 7,5407,5407,5407,540
02R－1 05/15/02 石垣島白保 サンゴ礁リーフエッジ0ｍ 34.0 2,000 着色ポリライト（ピンク）
02R－1-2 05/15/02 石垣島白保 サンゴ礁リーフ切れ込み0.5ｍ 34.0 1,500 ポリライト500,アロン赤500,ビーズ500
02R－2 05/15/02 石垣島白保 サンゴ礁リーフエッジ0ｍ 54.2 59 桃色ボタンをテグスで結索
02R－3 06/13/02 石垣島川平 サンゴ礁リーフ上0ｍ 28.3 2,000 ポリライト1230,アロン赤500,ビーズ270
02R－4 10/29/02 石垣島山原 サンゴ礁リーフエッジ0ｍ 31.4 1,000 アロンアルファ青
02R－5 11/21/02 石垣島真栄里 サンゴ礁リーフ上0ｍ 30.4 3,000 アロンアルファ青
02R－6 02/18/03 石垣島白保 サンゴ礁リーフエッジ0ｍ 54.3 167 白色ボタンをテグスで結索
02R－6-2 02/18/03 石垣島白保 サンゴ礁リーフエッジ0ｍ 29.0 1,000 体層肩部削り＋アロンアルファ青

計（2002年度）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 10,72610,72610,72610,726
03R－1 06/16/03 石垣島白保 サンゴ礁リーフエッジ0ｍ 25.3 5,000 体層肩部削り＋アロンアルファ赤
03R－2 07/01/03 石垣島白保 サンゴ礁リーフエッジ0ｍ 27.1 2,500 体層肩部削り＋アロンアルファ赤
03R－3 08/22/03 石垣島川平 サンゴ礁リーフ内１ｍ 31.2 500 体層肩部削り＋アロンアルファ赤
03R－4 10/28/03 石垣島白保 サンゴ礁リーフエッジ0ｍ 32.9 2,000 体層肩部削り＋アロンアルファ赤
03R－4-2 10/28/03 石垣島白保 サンゴ礁リーフエッジ0ｍ 70.3 65 青色ボタンをテグスで結索
03R－5 11/27/03 石垣島白保 サンゴ礁リーフエッジ0ｍ 32.6 2,000 体層肩部削り＋アロンアルファ赤
03R－6 12/25/03 石垣島白保 サンゴ礁リーフエッジ0ｍ 31.1 4,000 体層肩部削り＋アロンアルファ赤
03R－7 03/10/04 石垣島白保 サンゴ礁リーフエッジ0ｍ 30.5 6,100 体層肩部削り＋アロンアルファ赤

計（2003年度）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 22,16522,16522,16522,165
04R－1 06/04/04 石垣島白保 サンゴ礁リーフエッジ0ｍ 29.4 5,000 体層肩部削り＋アロンアルファ青
04R－2 07/04/04 石垣島白保 サンゴ礁リーフエッジ0ｍ 26.8 2,042 体層肩部削り＋アロンアルファ青
04R－3 08/02/04 石垣島白保 サンゴ礁リーフエッジ0ｍ 26.5 2,200 体層肩部削り＋アロンアルファ青
04R－4 11/26/04 石垣島真栄里 サンゴ礁リーフエッジ0ｍ 26.4 2,044 体層肩部削り＋アロンアルファ青

計（2004年度）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 11,28611,28611,28611,286

場所
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すなわち，削り込み標識は平成15年に約1万7千個

（殻高25～32mm），平成16年にも約1万7千個（殻高

26～30mm）を放流し，それぞれ放流後２～３年経過

し，特に平成15年貝は平成18年3月までで４年が経

過した。本種の成長を考慮し，少なくとも平成15年

群は17年度で混獲される可能性があるが，それが全

く確認できなかったこととなる。標識残留試験の結

果(後述)も併せて考慮すると，30mm内外の種苗放流

は放流群の天然資源に対する添加効果が非常に小さ

いと言わざるを得ない。一方，より大型の殻高約5

0mm種苗では回収率が約２～５％期待できると考え

られた。しかし，事業として対費用効果が厳しく問

われる昨今において，相当，効率的な生産育成法が

確立され無い限り，放流事業の継続は困難であろう。

図１ 過去９年のヤコウガイの漁獲量推移

過去９年間の県及び八重山におけるヤコウガイ漁

獲量推移を図１，2005年のサイズ組成を図２に示し

た。2005年八重山では漁獲量が２.4ｔで，前年の６

tより大幅に減少した。しかし，前々年の2003年が

約２ｔであり，2004年がむしろ突出した漁獲量の年

であったと考えられる。しかし，全県漁獲量は８ｔ

から14ｔ弱に増加した。その要因としては那覇沿岸

及び那覇地区漁協の漁獲量の増加が考えられる。漁

獲サイズは前年とほぼ同様であり，卓越した年級群

の分解を予想できるようなピークは認められなかっ

た。過去から比較した傾向は殻高200mm以上の大型

個体が減少している。

図２ 2005年のヤコウガイ漁獲サイズ

２）標本船調査

図３～６に，八重山海域におけるヤコウガイ漁場位

置，標本船漁業者Ａ,Ｂ２氏の漁場別漁獲量の推移，

図３．八重山におけるヤコウガイ主要漁場
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2002～2005年の漁場別CPUEを示した。

Ａ氏は石垣島でヤコウガイを多獲している漁業者

の一人で，2005年は119個体（当地区漁獲量に占め

る割合6.7%）であった。過去９年を通しての多獲海

域は，概ね主要放流海域のA（白保）海域を中心と

して石垣島東海岸でヤコウガイを多く漁獲している

図４ 標本船漁業者Ａ氏の年別漁場別漁獲数

傾向がある（図4）。Ｂ氏は経験豊富な漁業者で，

2000年から調査を開始し，2005年漁獲数は107個体

（当地区漁獲量に占める割合6.1%）であった。過去

６年間の多獲漁場はＡ氏より広範で，放流漁場であ

るA（白保）にはほとんど採りに行かず，これとは

図５ 標本船漁業者Ｂ氏の年別漁場別漁獲数

別に非放流漁場である(波照間島)でコンスタントな

漁獲量を毎年維持している（図5）。こうした漁獲
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漁場の違いは漁業者の長年の蓄積で一定の傾向（好

み）が原因していると考えられ，必ずしも特定の多

獲海域に採貝漁業者が集中して操業しているわけで

はない。

これまで放流漁場はA（白保海域）やB（竹富島南

海域）に集中させており，当海域において卓越した

資源状況であるかどうかは，こうした漁業者の漁場

選定の好みがある状況では単なる漁獲数の多少では

客観的な比較ができない。しかし，漁場別CPUEを比

較することによって，放流漁場での高いCPUEが確認

されれば，放流効果の可能性が示唆されよう。

図６ 標本船漁業者Ａ,Ｂ２名の漁場別CPUE

Ａ氏はCPUEが総じて高く，2002年は主要放流海域の

A（白保）でヤコウガイを最も効率的に漁獲してい

たが，2003～2004年は３地点の非放流海域E(トムル
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崎沖)，G(カラ岳沖)，J(落水崎)でも，放流海域に

劣らぬCPUEとなっていた。さらに2005年では放流海

域のCPUEが逆に低下して，非放流海域のCPUEが増加

し，とりわけC（黒島南）では約４倍の漁獲効率と

なっていた。一方，B（竹富南）での放流は1999と

2000年に３万個以上の卓越した放流がなされ，これ

らは成長を考慮して，放流後４年後の2003年以降に

再捕され始める。よって，B海域においてCPUEの動

向が放流効果の反映を見極める上で重要である。し

かしながらB海域では2004年に両氏とも比較的高い

CPUEを示したものの，2005年はその傾向が全く見ら

れず，むしろ他海域より漁獲効率はかなり低かった。

以上のようにCPUEの経年的な相対比較は総じて非

放流海域の漁獲効率が年により変動しつつも放流海

域のそれを上回っていた。すなわちこれは天然の自

然発生群による漁獲増加が放流による資源増加効果

よりも相当大きいことが推測される。

３）標識残留試験

これまで多くのヤコウガイ種苗に対して用いられ

てきた殻頂部への着色ポリライト標識は，陸上の底

面が平滑な水槽では2年以上経過しても殆どが残存

するのに対し，サンゴ塊や石を敷いた水槽では100

日間でも部分的な脱落が起こることが分かっている

（牧野，1999）。 ポリライト標識に次いで，多く

施されてきた色つきアロンアルファ接着剤による標

識についても同様の飼育条件下では脱落が確認され

ている（久保,2003）。放流後のヤコウガイの標識

はヤコウガイの生態特性であるサンゴ礁域外洋岩礁

域の入り込んだ隙間において擦れで殻頂が摩滅し，

はがれ落ちること，また，ヤコウガイの殻が平滑で，

変性しやすいタンパク質の殻皮に覆われていること

により，はがれ落ちてしまうことが十分あると考え

られた。標識残留試験の結果として成長，生残，お

よび標識確認可否を表２に示した。色つきアロンア

ルファと殻肩部削り込み，ボタンの３重標識を施し

た50個体を 937日間飼育し，成長，生残，および，

図８. 室内で長期飼育された標識貝の成長

標識確認可否を表２に示した。標識貝の死亡は322

日経過後以降無く，46個体（92％）が生残した。標

識はアロンアルファが約20％脱落したが，削り込み

標識はすべて残留し，明確に識別された（図５，表

２）。よって削り込み標識は，長期的に有効である

と帰結された。なお，飼育期間650日以降成長が鈍

化したのは，餌（生海藻）の供給が間に合わなかっ

たためと推測される。
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表２ 標識残留試験結果

試験開始時 中間集計時(937日間飼育後) 標識確認状況

個数 殻高mm 殻径mm 重量g 個数 殻高mm 殻径mm 重量g ○ △ +△  

50 28.97 24.48 7.85 46 78.6 73.1 167 35 9 1 0

○：完全に残留， △：ｱﾛﾝｱﾙﾌｧのみが剥離，＋△：ボタンが剥離， ：削り込み標識確認不可
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